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【このシートの位置づけ】 

本シートは、委員会での審議内容・評価結論を事務局がとりまとめたものです。委員個人の評価シート（A〜D 点数）を集計したうえで、

委員長の確認を経て議事録とともにホームページで公表します。 
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数値指標の評価結果 

※ 病院自己評価（色付き）は点検報告書の記載に基づく。委員評価合計点・委員会評価コメントは事務局が記入。 

※ 委員評価合計点：各委員の A〜D点数（A=4・B=3・C=2・D=1）の合計。委員 7 名の場合、最大 28 点。 

 

指  標 
R4 実

績 
R5 実

績 
R6 計画

値 
R6 実績 達成率 

病院 

自己評

価 

委員評価 

合計点

（/28

点） 

委員会としての評価コメント（事務局記入） 

◆ （1）収支・経営に関する指標 

経常収支比率（%） 101.7 101.8 96.8 105.3 108.8% A 28 点 

委員からの主な指摘：①一般会計繰入金への依存構造について、病院側の経営努力・客

観的条件の両面から総合的な検討が必要②R6 計画値が過去年度実績に比べ低く設定され

ていたとの指摘あり③厳しい経営環境の中で収支安定化への取組は評価できる 

修正医業収支比率（%） 86.0 77.8 83.2 75.5 90.7% B 21 点 

修正医業収支比率は 90.7%で計画比未達。繰入金に依存しない本来の収益力強化が最重

要課題と委員全員が認識。 

医業収支比率（%） 82.9 81.8 90.2 83.2 92.2% B 21 点 

医業単体の収支改善は引き続き課題。委員から収益基盤強化への取組を求める意見があ

った。 

病床利用率（%） 59.8 54.9 72.1 64.1 88.9% C 15 点 

委員からの指摘：①病床削減後も利用率目標に届いておらず改善努力が必要②病床数が

減少したにもかかわらず患者数も減少しているとの指摘 

職員給与費対医業収益比率（%） （低

い方が良い） 
58.2 58.9 56.4 58.7 96.1% C 15 点 

委員から「評価基準により Bとする」との意見あり。地方病院特有の職員年齢構成等へ

の言及もあった。 

後発医薬品使用割合（%） 92.01 92.94 92.3 94.35 102.2% A 28 点 

全委員が A と評価。「患者負担軽減の効果を評価する」との意見。高水準の維持を評

価。 

 

 

◆ （2）患者数・診療実績に関する指標 

一日平均入院患者数（人） 96.2 88.4 92.0 89.7 97.5% B 21 点 

入院患者数はやや回復傾向にあるが外来患者数は計画未達が続いており、人口減少・高

齢化を背景とした新たな対応策の検討を求める声があった。 

年間入院患者延数（人） 35,122 32,354 33,580 32,741 97.5% B 21 点 前年比微増ではあるが計画値未達。入院患者数の確保は経営改善の要であり継続的な取
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組が必要。 

一日平均外来患者数（人） 281.6 257.1 280 249.7 89.2% C 14 点 

外来患者数は 2年連続で計画を大幅に下回っており委員全員が懸念を示した。外来患者

減少は入院患者数にも連動するとの指摘もあり受診促進策の強化が必要。 

年間外来患者延数（人） 75,200 69,420 75,600 67,423 89.2% C 14 点 

外来患者延数も計画比大幅未達。かかりつけ医機能の強化・予防医療の充実による患者

確保が急務。 

患者 1人 1日当たり入院収入（円） 26,043 26,962 28,900 28,753 99.5% A 27 点 
入院単価は計画値にほぼ到達しており、診療報酬の適正取得の成果として評価できる。 

患者 1人 1日当たり外来収入（円） 8,417 8,405 8,800 8,644 98.2% B 21 点 

外来単価は計画比おおむね良好。患者数の回復と組み合わせた収益改善が引き続き課

題。 

 

 

◆ （3）病院機能に関する指標 

許可病床数（床） 161 161 140 140 100.0% A 27 点 

計画どおり 140 床体制への移行を完了。「適切な対応」との評価の一方、「現行病床数

でも多いのではないか」との指摘もあった。 

リハビリ実施件数（件） 22,249 20,433 23,500 21,855 93.0% B 21 点 

計画比▲1,645 件（93%）。「外来患者減少の原因分析が必要」との指摘。今後の充実に

よるさらなる機能強化への期待。 

訪問診療件数（件） 267 229 250 205 82.0% C 14 点 

計画比▲45 件（82%）。「訪問診療対象者自体が減少しているのか確認が必要」との指

摘。在宅医療体制の充実が求められる。 

地域医療連携室相談件数（件） 5,083 7,504 7,400 8,423 113.8% A 28 点 

目標を大幅に超過達成（113.8%）。一方、「相談件数が増えているにもかかわらず患者

数に結び付いていない」との指摘があり、連携機能を患者確保に直結させる取組が必

要。 

16 指標 委員評価 合計点 336 点 

（最大 448

点） 

目安：358 点以上（80%）＝良好  269 点以上（60%）＝概ね良好  269 点未満＝要改善 
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【数値指標全体への委員会評価コメント・特に重点的に指摘された点】 

 

数値指標の委員評価合計点は 336 点／448 点（達成率 75.0%）で病院自己評価と同水準。外来患者数・病床利用率など患者確保に係る指標が計画未達であることに複数の委員が懸念を示した。経常収支

比率・後発医薬品使用割合・地域医療連携室相談件数は高評価。繰入金に依存しない収益基盤の強化に向けた継続的な取組を求める意見が多数あった。 
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取組事項の評価結果 

※ 病院自己評価（色付き）は点検報告書の記載に基づく。委員評価合計点・委員会評価コメントは事務局が記入。 

※ A=完全実施（4点） B=概ね実施（3 点） C=一部実施（2点） D=未実施（1点） 

 

取組項目 令和 6 年度の実施状況 
病院 

自己評

価 

委員評価 

合計点

（/28

点） 

委員会としての評価コメント（事務局記入） 

◆ （1）医療機能・診療体制に関する取組 

介護療養病床廃止・140 床体制への

移行 
計画どおり実施。不採算地区第 2 種指定取得。条例

改正（議案第 84 号）。 A 28 点 

計画どおり実施され全委員が A と評価。「病院を取り巻く状況を考えると適切な対応であった」と

の評価。不採算地区第 2 種指定取得による基準内繰入金の確保も評価された。 

救急医療体制の維持（365 日 24 時

間） 
診療実日数 365 日で体制を維持。一次・二次救急対

応を継続。 A 28 点 

365 日体制を維持し全委員が Aと評価。地域の安心・安全を支える基盤として引き続き維持が求めら

れる。 

診療体制の強化・維持 近隣医療機関への連携依頼訪問実施。地域包括ケア

病床運営連携協議会を設置・開催。 A 28 点 

近隣医療機関との連携強化が着実に進んでいる。委員から「長野市内等急性期病院に対し、町内住

民の後医療を重点連携すること」の提言があった。 

地域包括ケア病床の開設準備 
経営コンサルタントの支援を受け病棟再編を計画。

準備工事を実施。令和 7 年 4 月開設予定。 A 28 点 

令和 7年 4 月開設に向け準備が完了。全委員が Aと評価し、開設後の病床利用率向上・在宅復帰率

達成を期待する意見があった。 

透析医療の継続 透析関連設備の修繕・部品交換を実施し体制を維

持。 A 28 点 

設備修繕・部品交換により体制を維持。「透析医療を身近で受けられることはありがたい」との評

価があった。 

訪問診療・在宅医療の充実（目標

250 件） 
訪問診療件数 205 件。計画比▲45 件（82.0%）。 C 15 点 

計画比▲45 件（82%）で目標未達。「訪問診療件数の減少が気になる。対象患者自体が減っているの

か」との指摘、今後の充実への期待があった。目標達成に向けた体制強化が必要。 

リハビリテーション機能の維持（目

標 23,500 件） 
理学療法 16,919 件・作業療法 4,936 件＝21,855 件

（計画比 93.0%）。 B 21 点 

計画比▲1,645 件（93%）。「外来患者減少の原因分析が必要」との指摘があった。外来患者の確保

と連動したリハビリ件数の回復が求められる。 

診療報酬の適正取得（施設基準の充

実） 
急性期一般入院料 5・入退院支援加算 1・医療 DX 推

進体制整備加算等を届出。 A 28 点 

施設基準の整備・診療報酬の適正取得を積極的に実施し、全委員が A と評価。入院単価向上への貢

献が認められる。 

 

◆ （2）人材確保・組織体制に関する取組 
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常勤医師の確保 常勤医 6 名体制を維持（前年同数）。パート医師

32 名（前年比＋2 名）確保。 A 28 点 

常勤医 6名・パート医師 32 名の体制を維持し全委員が A と評価。「医療スタッフの接遇対応につい

て改善の余地がある」との指摘、「外科医師の確保にも注力してほしい」との要望があった。 

看護師の確保・定着 看護師 61 名（前年比△2 名・産休育休 3 名含む）

体制を維持。 B 21 点 
看護師 61 名体制を維持。「安定的な採用・定着対策の継続」を求める意見があった。 

医師の働き方改革（A 水準維持） A 水準（年 960 時間以内）を維持。顔認証勤怠管理

システムによる管理を継続。 A 28 点 
A 水準（年 960 時間以内）を維持し全委員が A と評価。適切な労働環境整備が評価された。 

3 人夜勤体制への準備 
病棟再編（2 病棟体制）の準備を完了。令和 7 年 4

月から実現に向け推進。 A 28 点 

2 病棟体制の準備が完了し全委員が A と評価。「3人夜勤体制は住民にとってありがたい」との評価

があった。 

医療技術員・事務職員の確保 
医療技術員 25 名（前年比＋1 名）確保。各専門職

の体制を維持。 A 28 点 
医療技術員 25 名体制を維持し全委員が Aと評価。各専門職の安定確保が評価された。 

 

 

◆ （3）施設・設備・デジタル化に関する取組 

修繕計画の策定 空調機・エレベーター等の計画的更新を実施（建設

改良費 121 百万円）。協議継続。 B 21 点 

空調機・エレベーター等の計画的更新を実施したが給排水等の修繕計画策定は継続中。「病院の持

続的安定経営のために修繕は不可欠。長期的視野で進めてほしい」、「施設全体の改築・改修のた

めのマスタープランを早急に策定すべき」との意見があった。 

FPD デジタルマンモグラフィの導入 令和 6 年 12 月に導入完了（28,300 千円）。令和 7

年 1 月より運用開始。 A 28 点 

令和 6年 12 月に導入完了し全委員が A と評価。「検診のみならず外科医師確保にも尽力してほし

い」との要望があった。 

電子カルテシステム更新の検討 電子処方箋サービスの整備（2,790 千円）を実施。

本体更新の検討を継続。 B 22 点 

電子処方箋サービスを整備し本体更新検討を継続。大半の委員が Bと評価する中、「整備の取組を

積極的に評価して A」とする意見もあった。 

医療 DX・マイナ保険証対応 医療 DX 推進体制整備加算の施設基準届出を実施。

マイナ保険証対応完了。 A 28 点 
加算の施設基準届出・マイナ保険証対応を完了。全委員が A と評価。 

キャッシュレス決済の拡充 令和 6 年 9 月よりキャッシュレス決済を拡充実施。 A 28 点 

令和 6年 9 月より実施し全委員が A と評価。「高齢者にも十分配慮して進めてほしい」との意見が

あった。 

 

◆ （4）新興感染症・住民理解に関する取組 



飯綱町立飯綱病院 経営強化プラン 令和 6 年度 評価結果サマリーシート 【取組事項】 

飯綱病院事業検討委員会 令和 6 年度点検評価結果 

院内 ICT による感染管理 感染対策向上加算 3・サーベイランス強化加算の施

設基準届出実施。ICT 活動を継続。 A 24 点 
ICT 活動を継続し加算の施設基準届出を実施。出席 6 名が A と評価 

発熱外来・感染症受入体制の維持 5 類移行後も発熱外来を継続設置。コロナ・インフ

ルエンザワクチン個別接種を実施。 A 24 点 
5 類移行後も発熱外来を継続し出席 6 名が A と評価 

住民への情報発信・広報 ホームページ更新・病院広報活動を継続。地域包括

ケア病棟のご案内等を公表。 A 23 点 

ホームページ更新・広報活動を継続。「病院を利用する住民が増える広報の工夫を」、「住民にと

ってより分かりやすく情報が届く発信の充実を」との意見があった 

18 取組 委員評価 合計点 535 点 

（最大 576

点） 

目安：403 点以上（80%）＝良好  302 点以上（60%）＝概ね良好  302 点未満＝要改善 

 

【取組事項全体への委員会評価コメント・特に重点的に指摘された点】 

取組事項の委員評価合計点は 535 点／576 点（達成率 92.9%）で病院自己評価と同水準の高い評価となった。医療機能・人材確保・感染症対策の各分野で計画どおりの実施が確認され、多くの項目で全

委員が Aと評価した。訪問診療件数の目標未達については複数の委員が指摘し在宅医療の充実が必要との意見があった。施設・設備については老朽化対応のマスタープラン策定を早急に進めることを

求める意見があった。医療スタッフの接遇向上については患者視点からの改善を求める意見があった。 
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■ 委員会としての総合評価 

 

委員会としての総合評価（事務局記入：該当するものに○） 

 Ａ．経営強化プランの取組は適切に実施されており、目標に向けて順調に進んでいる 

○Ｂ．概ね適切に実施されているが、一部に改善すべき点がある 

 Ｃ．取組が不十分な点があり、重点的な改善が必要である 

 Ｄ．プランの抜本的な見直しが必要である 

 

評価の主な根拠・委員会の総合的判断： 

 

【総合評価の根拠・主な判断理由】 

令和 6 年度の取組は、病床再編・地域包括ケア病床の開設準備・施設設備の更新・人材確保・感染症対策など、経営強化プランに

基づく各事項が概ね計画どおり実施されており、取組事項の達成率は 92.9%と良好である。経常収支比率 105.3%と 100%超を達成

し、累積欠損金も 120 百万円改善した。一方、外来患者数・病床利用率など患者確保に関する指標は計画比未達が多く、修正医業

収支比率 75.5%は計画値を大幅に下回っており、収益基盤の自立的な強化が最重要課題である。総合的に判断し「Ｂ．概ね適切に

実施されているが、一部に改善すべき点がある」と評価する。 

 

 

■ 委員会からの提言・病院への要請事項 

 

順位 提言内容 

第１

位 
外来患者確保・病床利用率向上に向けた具体的な取組方針の策定と実施（かかりつけ医機能強化・地域医療連携の充実） 

第２

位 
施設老朽化対応に係るマスタープランの早急な策定（町当局との連携による中長期的な計画立案） 

第３

位 
医療スタッフの接遇向上に向けた組織的な取組の推進 

 

■ 令和 7年度に向けた主な取組方針 

 

【令和 7 年度への取組方針・重点事項】 

①令和 7年 4 月から 103 床体制（一般病床 52床・地域包括ケア病床 26 床・医療療養病床 25 床）に移行し、病床利用率 90%達

成・在宅復帰率 75%達成を目指す。②外来患者確保に向けてかかりつけ医機能の強化・予防医療の推進・地域医療連携の充実を図

り、一日外来患者数 280 人の達成に取り組む。③施設設備の老朽化対応について、マスタープランの策定に着手し町当局と協議を

進める。④修正医業収支比率 85.4%を目標とし、地域包括ケア病床の診療報酬の積極的取得による収益拡大に努める。⑤医療スタ

ッフの接遇向上に向けた研修・取組を強化する。 
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